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杜
の
都
・
仙
台
は「
横
丁
率
」も
高
い

│
│
│
仙
台
・
文
化
横
丁

雰囲気のいい居酒屋「源氏」は、
文化横丁からさらに極細の路地へ

　

自
然
の
緑
地
や
農
地
、
公
園
、
河
川
な
ど
が
地
域
に
占
め
る
割
合
を
示
す
「
緑
被
率
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
緑
被
率
で
全
国
の
大
都
市
中
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
の
が
仙
台
市
。
ち

な
み
に
東
京
23
区
は
20
％
、
大
阪
市
は
７
％
ほ
ど
で
す
が
、
仙
台
市
は
な
ん
と
約
79
％
と
群
を
抜

い
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
こ
そ
高
層
ビ
ル
が
数
多
く
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
戦
災
復
興
の
区
画
整

理
で
中
心
部
は
整
然
と
し
た
ま
ち
な
み
を
形
成
し
、
仙
台
城
跡
の
あ
る
青
葉
山
公
園
を
は
じ
め
、

定
禅
寺
通
や
青
葉
通
の
並
木
の
美
し
さ
は
印
象
的
で
す
。

　

そ
ん
な
ま
ち
に
猥
雑
で
懐
か
し
い
風
情
の
横
丁
な
ど
、
も
は
や
な
か
ろ
う
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
「
稲
荷
小
路
」
「
虎
屋
横
丁
」
「
名
掛
丁
セ
ン
タ
ー
街
」
な
ど
、
戦
前

戦
後
か
ら
続
く
横
丁
が
何
筋
も
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。

　

「
文
化
横
丁
」
も
そ
の
一
つ
。
二
本
の
路
地
を
つ
な
い
で
新
旧
の
飲
み
屋
が
軒
を
連
ね
、
灯
と

も
し
頃
に
は
、
勤
め
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
大
賑
わ
い
。

お
隣
に
は
「
壱
弐
参
横
丁
」
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
八
百
屋
や

肉
屋
も
入
り
交
じ
り
、
食
品
ス
ー
パ
ー
誕
生
以
前
の
昭
和
30

年
代
そ
の
ま
ま
。
杜
の
都
は
、
緑
だ
け
で
な
く
横
丁
の
多
彩

さ
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
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住
め
ば
都
。
長
年
住
む
ま
ち
に
は
誰
し
も
愛
着
を
覚
え
る
も
の
で
す
。
な

ら
ば
、
埼
玉
県
南
部
に
あ
る
わ
が
ま
ち
蕨
の
魅
力
は
何
か
？　

坂
が
な
く
、

地
勢
は
あ
く
ま
で
平
坦
。
面
積
約
５
㎢
、
人
口
約
７
万
人
、
日
本
一
の
ミ
ニ

市
な
が
ら
人
口
密
度
日
本
一
。
市
町
村
を
五
十
音
順
に
並
べ
れ
ば
最
後
に
く

る
ま
ち
。
つ
い
で
に
、
「
鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
」
「
犬
の
形
の
神
奈
川
県
」

な
ど
、
お
国
自
慢
カ
ル
タ
に
な
ら
え
ば
、
わ
が
ま
ち
は
「
パ
ン
ツ
形
」
。
形

だ
け
で
も
愛
着
を
覚
え
ま
す
が
、
そ
ん
な
蕨
の
魅
力
を
独
断
で
三
つ
挙
げ
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
一
、
「
浦
和
な
ん
か
目
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

　

江
戸
時
代
、
街
道
筋
に
あ
っ
た
蕨
は
、
慶
長
17
年
（
１
６
１
２
）
に
江
戸

か
ら
二
番
目
の
宿
場
町
と
な
り
ま
し
た
。
中
心
部
は
南
北
十
町
（
約
１
㎞
）
、

荒
川
の
川
止
め
中
に
大
名
行
列
が
重
な
っ
て
も
賄
え
る
よ
う
に
、
大
名
の
泊

ま
る
本
陣
が
2
つ
、
脇
本
陣
も
1
つ
あ
り
、
中
山
道
六
十
七
宿
中
で
も
有
数

の
賑
わ
い
あ
る
宿
場
町
で
し
た
。
今
で
こ
そ
埼
玉
県
下
で
中
心
的
存
在
の
浦

和
で
す
が
、
蕨
宿
に
比
べ
れ
ば
お
隣
に
あ
っ
た
浦
和
宿
は
実
に
こ
じ
ん
ま
り

し
た
も
の
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
旅
籠
や
商
家
、
本
陣
の
一
部
が

復
元
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
か
ら
昭
和
20
年
代
に
隆
盛
を
き
わ
め
た
綿
織
物
業

の
紹
介
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
二
、
「
成
人
式
の
元
祖
は
ウ
チ
で
す
け
ど
、
何
か
」

　

終
戦
直
後
の
混
乱
と
虚
脱
感
が
大
き
か
っ
た
昭
和
21
年
11
月
、
当
時
の
蕨

町
（
現
・
蕨
市
）
青
年
団
が
、
20
歳
を
迎
え
た
成
人
た
ち
を
招
き
、
「
こ
れ

か
ら
は
英
知
と
力
を
結
集
し
、
祖
国
再
建
の
先
駆
者
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て

行
動
す
べ
き
時
」
と
励
ま
し
、
前
途
を
祝
し
ま
し
た
。
そ
の
意
義
が
評
価
さ

れ
、
１
９
４
８
年
公
布
・
施
行
の
祝
日
法
に
よ
り
、
翌
年
か
ら
１
月
15
日
は

成
人
の
日
に
。
以
降
は
こ
の
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
つ
ま
り

成
人
式
発
祥
の
地
は
蕨
な
の
で
す
。
蕨
市
で
は
現
在
で
も
成
人
式
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
「
成
年
式
」
。
「
成
年
式
発
祥
の
地
」
記
念
碑
も
蕨
城
址
公
園
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
三
、
「
昭
和
の
残
り
香
漂
う
ま
ち
」

　

蕨
駅
西
口
に
、
２
０
１
０
年
竣
工
の
30
階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
「
シ

テ
ィ
タ
ワ
ー
蕨
」
と
、
文
化
ホ
ー
ル
「
く
る
る
」
、
保
育
園
な
ど
が
併
設
さ

れ
た
再
開
発
地
区
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
る
の
が
、
再
開

発
地
区
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
怪
し
げ
な
「
蕨
名
店
街
共
同
ビ
ル
」
。
で
き

た
の
は
１
９
６
４
年
、
前
回
の
東
京
五
輪
の
年
で
す
。
年
季
の
入
っ
た
２
棟

の
ビ
ル
は
一
階
部
分
が
吹
き
抜
け
通
路
で
、
狭
隘
な
空
間
に
小
体
な
飲
食
店

が
軒
を
連
ね
、
昭
和
の
オ
ジ
サ
ン
を
誘
っ
て
や
ま
な
い
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
。

　

宿
場
の
ま
ち
、
成
人
式
発
祥
の
ま
ち
、
オ
ジ
サ
ン
を
誘
う
ま
ち
と
、
歴
史

と
懐
の
深
さ
を
感
じ
る
ま
ち
。
そ
れ
が
蕨
で
す
。
（
白
川 

洋
）

蕨名店街共同ビルに入るお店

大
人
に
目
覚
め
る
ま
ち
、蕨│

│
│
埼
玉
・
蕨
駅
周
辺


